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―表紙写真由来―

【表紙写真講評】合所ダムから望む田園風景（渡邉圭四郎）
　ジャンプ台のアプローチを下ってカンテ（踏切台）を蹴る寸前
のジャンパーはこの写真と同じような景色を見ているだろう。も
うすぐランディングバーンが見えてくるはず……，なぜか臨場感
をかきたてる写真だ。
　写真は福岡県南部のうきは市を流れる筑後川水系の隈上川に建
設された多目的ダム。はじめは灌漑目的で計画された。隈上川上
流域は果樹栽培が盛んなのでその大地への水だ。
　しかし 1978 年 5 月から翌 1979 年 3 月まで，福岡市は大渇水に
遭遇した。降水量の低下が原因だったが 287 日間という長期にわ
たって，断水や給水制限が続いたのである。この大渇水を機に，
合所ダムの計画には福岡都市圏への上水道供給が目的に加えられ

た。多目的ダムへ変換したのだ。ダムは岩石や土砂を積み上げた
ロックフィルダム。合所の名はダムに沈んだ集落の地名にちなん
だ。
　ダム湖からアプローチのような坂を下る水流はさぞかし美しい
に違いない。行く手の橋梁はうきは市から大分の日田市に至る県
道 106 号線。辺りを空から眺めれば，水と生活，産業の関係を解
くジオラマの光景が広がると想像するのもさらに楽しい。
　うきは市は豊後街道の宿場町として栄えた。吉井町にはその面
影が残って白壁の街並みが知られる。往時を偲ばせる筑後吉井の
おひなさまをめぐる催しも盛んな町だ。
� （講評　東京造形大学名誉教授　柳本尚規）
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